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平成 23 年 12 月定例会

議 

決 

結 

果 

の 

一 

覧

平成 23 年度一般会計補正予算など 31 議案を可決

条
例
（
可
決
十
一
件
）

●
田
辺
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
職
員
の
給
料
月
額
を
引
き
下
げ
る

　

た
め
改
正
す
る
も
の

●
田
辺
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て

　
入
湯
税
を
課
税
免
除
す
る
対
象
者

　

の
範
囲
を
拡
大
す
る
た
め
改
正
す

　

る
も
の

●
田
辺
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て 

　
埋
立
て
ご
み
専
用
の
分
別
指
定
袋

　

と
し
て
特
小
の
区
分
の
も
の
を
加

　

え
る
た
め
改
正
す
る
も
の

●
田
辺
市
土
地
改
良
事
業
等
分
担
金

　
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
土
地
改
良
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

　

規
定
の
整
備
を
行
う
も
の

●
田
辺
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ

　

り
、
道
路
の
占
用
許
可
を
受
け
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
等
が
追
加
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　平成２３年１２月定例会は、１１月２９日に開会し、１２月２１日まで２３日間の会期で開

催されました。田辺市職員の給与に関する条例等の一部改正についてをはじめ、平成２３年度

一般会計・特別会計の補正予算等市長提出議案３１件をすべて原案のとおり可決しました。

　このほか、市長専決処分事項を承認し、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること

について異議なしとしました。

　なお、９月議会で常任委員会に付託され、閉会中の継続審査となっていた平成２２年度一般

会計及び各特別会計の歳入歳出決算議案２０件については、全て認定されました。

　また、１２月８日から１２月１２日の３日間にわたり、１１人の議員が一般質問を行いまし

た。

　
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
も

　

の
●
田
辺
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　
に
つ
い
て

　
本
宮
団
地
の
一
部
を
廃
止
す
る
た

　

め
改
正
す
る
も
の

●
田
辺
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

　
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正

　

に
伴
い
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の

●
田
辺
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

　
本
宮
中
学
校
と
三
里
中
学
校
と
を

　

統
合
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の

●
田
辺
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て

　
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

　

た
め
制
定
す
る
も
の

●
田
辺
市
立
美
術
館
運
営
基
金
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術
館
の
運

　

営
経
費
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き

　

る
基
金
と
す
る
た
め
改
正
す
る
も

　

の
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●
田
辺
市
四
村
川
財
産
区
湯
峰
温
泉

　
公
衆
浴
場
及
び
温
泉
使
用
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
温
泉
受
給
者
に
係
る
給
湯
料
の
減

　

免
措
置
等
を
講
ず
る
た
め
改
正
す

　

る
も
の

補
正
予
算
（
可
決
十
件
）

※
金
額
は
補
正
後
の
額

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
一
般
会

　
計
補
正
予
算
︵
第
七
号
︶

五
〇
八
億
八
六
〇
六
万
九
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
国
民
健

　
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　︵
第
二
号
︶

一
〇
九
億
九
四
二
二
万
六
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
介
護
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
三
号
︶

七
九
億
三
六
一
八
万
九
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
同
和
対

　
策
住
宅
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
︵
第
二
号
︶

五
億
四
九
六
二
万
五
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
簡
易
水

　
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第

　
三
号
︶

五
億
九
〇
〇
六
万
六
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
漁
業
集

　
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　︵
第
一
号
︶

四
六
八
二
万
五
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
特
定
環

　
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
︵
第
二
号
︶

一
億
一
三
〇
九
万
五
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
診
療
所

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
三

　
号
︶

　
　
　
　

五
億
一
四
〇
八
万
三
千
円

　
　

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
木
材
加

　
工
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第

　
二
号
︶

二
億
四
五
五
二
万
七
千
円

●
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
一
般
会

　
計
補
正
予
算
︵
第
八
号
︶

五
一
〇
億
八
三
二
一
万
二
千
円

そ
の
他
議
案
（
可
決
十
件
）

●
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
全
身
用
Ｘ
線
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層

　

撮
影
装
置
購
入
契
約
を
締
結
す
る

　

も
の

●
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　
三
四
六
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

　

用
地
と
し
て
土
地
を
取
得
す
る
も

　

の
●
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
︵
二
件
︶

　
無
資
力
の
者
の
住
宅
新
築
資
金
貸

　

付
金
及
び
宅
地
取
得
資
金
貸
付
金

　

に
係
る
債
権
を
放
棄
す
る
も
の

●
田
辺
市
紀
州
備
長
炭
記
念
公
園
の

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
を
「
秋
津
川
振
興
会
」

　

に
指
定
す
る
も
の

●
田
辺
市
龍
神
総
合
交
流
拠
点
施
設

　﹁
季
楽
里
龍
神
﹂
の
指
定
管
理
者
の

　
指
定
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
を
「
財
団
法
人
龍
神

　

村
開
発
公
社
」
に
指
定
す
る
も
の

●
田
辺
市
龍
神
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
指

　
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
を
「
有
限
会
社
龍
神

　

温
泉
元
湯
」
に
指
定
す
る
も
の

●
田
辺
市
奥
熊
野
古
道
ほ
ん
ぐ
う
の

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
を
「
株
式
会
社
奥
熊

　

野
本
宮
」
に
指
定
す
る
も
の

●
紀
南
文
化
会
館
の
指
定
管
理
者
の

　
指
定
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
を
「
株
式
会
社
ケ
イ

　

ミ
ッ
ク
ス
」
に
指
定
す
る
も
の

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

串
峠
平
治
川
線
道
路
災
害
復
旧
工

　

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

　人
事
案
件
（
五
件
）

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

　
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

　
て
︵
五
件
︶　

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
委
員
候
補
者

　

を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に

　

つ
い
て
「
異
議
な
し
」
と
し
た
。

　

委
員
候
補
者
は
次
の
と
お
り　
　

　
　
　
　
　
　

藤
堂　

俊
隆　
　

氏

　
　
　
　
　
　

坂
本　

み
や
こ　

氏

　
　
　
　
　
　

平
谷　

豊
子　
　

氏

　
　
　
　
　
　

西
畑　

富
夫　
　

氏

　
　
　
　
　
　

森　
　

昌
子　
　

氏

　
承
認
︵
一
件
︶

●
専
決
処
分
事
項
に
つ
い
て

　
☆
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
一
般

　
　
会
計
補
正
予
算
︵
第
六
号
︶

　
☆
平
成
二
十
三
年
度
田
辺
市
簡
易

　
　
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
第
二
号
︶

認
定
︵
二
十
件
︶※

金
額
は
支
出
済
額

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
一
般
会

　
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

四
四
二
億
四
七
八
一
万
九
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
国
民
健

　
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
に
つ
い
て

一
〇
八
億
九
三
五
三
万
円
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●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
老
人
保

　
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

　
い
て

一
六
二
九
万
八
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
後
期
高

　
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

　
算
に
つ
い
て一

六
億
四
五
万
二
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
介
護
保

　
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

　
い
て

七
六
億
六
五
一
一
万
八
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
分
譲
宅

　
地
造
成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
に
つ
い
て

一
九
万
五
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
文
里
港

　
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

　
算
に
つ
い
て六

億
四
三
八
一
万
二
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
交
通
災

　
害
共
済
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
に
つ
い
て

五
七
一
万
七
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
同
和
対

　
策
住
宅
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

　
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

五
億
四
二
三
八
万
四
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
簡
易
水

　
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
に
つ
い
て三

億
八
二
一
九
万
九
千
円  

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
農
業
集

　
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
に
つ
い
て

三
億
五
一
七
四
万
九
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
林
業
集

　
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
に
つ
い
て一

四
六
二
万
四
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
漁
業
集

　
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
に
つ
い
て三

八
四
二
万
八
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
特
定
環

　
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

　
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

五
五
八
〇
万
六
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
戸
別
排

　
水
処
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
に
つ
い
て

三
五
〇
万
六
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
診
療
所

　
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

　
つ
い
て

三
億
九
七
八
二
万
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
駐
車
場

　
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

　
つ
い
て

四
億
三
〇
〇
四
万
六
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
木
材
加

　
工
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
に
つ
い
て一

億
九
四
七
四
万
二
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
四
村
川

　
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
に
つ
い
て

二
八
八
三
万
七
千
円

●
平
成
二
十
二
年
度
田
辺
市
水
道
事

　
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て

一
三
億
八
六
九
二
万
三
千
円

　

 

一
般
質
問
と
答
弁
の
要
旨

答

答 　
台
風
十
二
号
に
よ
る
災
害

　
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て 

　問
　
災
害
の
課
題
・
復
興
計
画
に
つ

　

い
て

　　
　

本
市
で
は
、
市
道
等
、
道
路
の

　
　

災
害
復
旧
に
対
応
す
る
た
め
、

国
土
交
通
省
や
和
歌
山
県
、
関
西
広

域
連
合
等
か
ら
職
員
の
派
遣
や
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
早
急
な
復
旧

に
取
り
組
み
、
関
係
省
庁
の
災
害
査

定
や
協
議
を
重
ね
な
が
ら
災
害
復
旧

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

観
光
や
地
場
産
業
の
立
て
直
し
に

は
、
道
路
等
の
社
会
基
盤
の
復
旧
が

何
よ
り
も
最
優
先
の
課
題
で
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
市
道
等
の
社
会
基

盤
の
早
急
な
復
旧
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
道
や
県

道
の
主
要
幹
線
道
路
の
早
期
復
旧
に

つ
い
て
も
、
関
係
機
関
へ
強
く
働
き

か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

　

災
害
時
の
情
報
提
供　
　

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

問
　
台
風
十
二
号
か
ら
行
政
が
得
た

　

教
訓
は
何
か

　

　
　

　
　

本
市
で
は
、
一
般
電
話
回
線
を

　
　

は
じ
め
、
フ
ァ
ク
ス
や
携
帯
電

話
、
イ
リ
ジ
ウ
ム
衛
星
電
話
に
よ
る

通
信
、防
災
行
政
無
線
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
報
道
機
関
に
よ
る
情
報
発
信
等

の
多
重
化
に
よ
り
災
害
に
備
え
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
災
害
で

は
、
そ
の
多
く
が
電
源
供
給
を
必
要

と
す
る
伝
達
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

停
電
や
ケ
ー
ブ
ル
の
切
断
、
基
地
局

の
倒
壊
等
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
充
分
な
情
報
を
発
信
で
き
な
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
情

報
伝
達
手
段
を
検
証
し
、
不
具
合
の

あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
機
器
の

変
更
も
含
め
見
直
す
ほ
か
、
今
後
は

自
家
発
電
設
備
の
増
強
や
新
た
な
通

信
手
段
を
模
索
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
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教
職
員
の
　
　
　
　
　
　

　
　
長
時
間
労
働
に
つ
い
て　

 

問
　
勤
務
実
態
の
把
握
と
改
善
へ
の

　

取
り
組
み
は

　

　
教
職
員
の
職
務
は
、
授
業
や
学

　
　

級
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

授
業
の
教
材
研
究
や
ノ
ー
ト
の
点
検
、

プ
リ
ン
ト
等
の
作
成
、
学
級
だ
よ
り

の
作
成
な
ど
、
学
級
経
営
に
関
す
る

業
務
、
部
活
動
の
指
導
、
問
題
行
動

へ
の
対
応
、
保
護
者
へ
の
対
応
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
昨
年
度
教

育
委
員
会
が
実
施
し
た
教
職
員
生
活

状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
最
近
一
カ

月
の
勤
務
状
況
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ

毎
日
時
間
外
労
働
を
行
っ
て
い
る
教

員
が
六
〇
．
四
％
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

　

長
時
間
勤
務
の
改
善
に
つ
い
て
は
、

時
間
管
理
の
適
正
化
や
業
務
の
分
担
、

会
議
の
削
減
、
行
事
の
見
直
し
と
と

も
に
、
学
社
融
合
を
積
極
的
に
進
め
、

地
域
の
人
材
や
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
、
学
校
を
支
え

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
も
教

員
の
多
忙
化
を
解
消
す
る
有
効
な
手

立
て
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

放
射
能
か
ら　
　
　
　
　

　
　
　

市
民
を
守
る
た
め
に

問
　
食
の
安
全
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

　

に
考
え
て
い
る
か

　
　
家
庭
で
購
入
す
る
食
品
の
安
全

　
　

点
検
に
つ
い
て
は
、
現
在
食
品

等
の
放
射
性
物
質
の
測
定
検
査
が
東

北
・
関
東
甲
信
越
を
中
心
に
行
わ
れ

て
お
り
、
検
査
結
果
は
厚
生
労
働
省

等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
る

と
と
も
に
、
今
回
設
定
さ
れ
た
暫
定

規
制
値
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

規
制
値
を
超
え
る
放
射
性
物
質
が
検

出
さ
れ
た
食
品
は
、
原
子
力
災
害
対

策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
流
通
さ

せ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
加
工

食
品
の
原
料
に
つ
い
て
も
同
様
の
対

策
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

食
品
の
放
射
性
物
質
を
減
ら
す
こ

と
は
安
心
に
つ
な
が
る
た
め
、
調
理

方
法
に
よ
る
汚
染
低
減
や
県
環
境
衛

生
研
究
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る

放
射
性
物
質
検
査
、
田
辺
保
健
所
の

「
放
射
線
の
影
響
に
関
す
る
健
康
相
談

窓
口
」
の
活
用
に
つ
い
て
周
知
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

答

答

答

答

　

災
害
対
応
に
つ
い
て　

問
　
行
政
局
の
職
員
配
置
に
つ
い
て

　

　
行
政
局
へ
の
応
援
体
制
は
、
田

　
　

辺
市
地
域
防
災
計
画
や
田
辺
市

職
員
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
、
所
属
職
員
だ
け
で
の
対
応
が
困

難
な
場
合
は
、
本
庁
や
近
隣
行
政
局

か
ら
各
行
政
局
管
内
出
身
者
を
応
援

職
員
と
し
て
派
遣
し
、
対
応
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
災
害
に
お
い
て
も
、
各
行

政
局
に
地
元
出
身
の
職
員
を
応
援
職

員
と
し
て
配
置
し
た
ほ
か
、
災
害
の

状
況
に
応
じ
て
必
要
な
人
員
を
本
庁

等
か
ら
随
時
派
遣
し
、
災
害
対
応
に

努
め
ま
し
た
。
今
後
も
状
況
に
応
じ

て
、
よ
り
迅
速
か
つ
的
確
な
職
員
配

置
が
で
き
る
よ
う
検
証
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
県
に
対
し
強
く
要
望
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

読
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
県
下
で
も
実
施
し
て
い

る
市
町
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
シ
ス

テ
ム
の
導
入
及
び
そ
の
運
用
に
つ
い

て
調
査
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

台
風
十
二
号
災
害　
　
　

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て 

問
　
早
急
な
河
床
整
備
が
必
要
で
は

　

な
い
か

　
　
台
風
十
二
号
に
よ
り
熊
野
川
の

　
　

河
床
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
こ
と
は
、
市
と
し
て
も
十
分
認

識
し
て
お
り
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
は
最
優
先
に
河
川
の
現
状
把
握
に

努
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
土

砂
が
異
常
堆
積
し
て
い
る
箇
所
等
に

つ
い
て
は
、
本
宮
地
区
だ
け
で
な
く
、

そ
の
上
流
部
や
支
流
部
に
お
い
て
も

早
急
に
必
要
な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ

う
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
県
が
策
定
し
た
「
熊
野
川

圏
域
河
川
整
備
計
画
」
に
つ
い
て
も
、

現
在
実
施
中
の
河
床
掘
削
の
継
続
と

あ
わ
せ
て
、
計
画
洪
水
流
量
や
河
床

掘
削
事
業
対
象
地
区
拡
大
に
向
け
た

見
直
し
を
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

河
床
整
備
事
業
は
防
災
対
策
の
根

幹
を
な
す
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

　

台
風
十
二
号
災
害　
　
　

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て　

 

問　
「
防
災
無
線
の
現
状
」
と
「
再
読

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
導
入
」
に
つ

　

い
て

　

　
防
災
無
線
に
つ
い
て
は
、
多
く

　
　

の
自
治
体
で
情
報
伝
達
手
段
の

一
つ
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

基
本
的
に
は
屋
外
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
、
気
象
条

件
や
住
宅
の
構
造
に
影
響
さ
れ
や
す

く
、
地
域
に
よ
っ
て
は
聞
き
取
り
に

く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
聞
き
逃
し

た
と
き
の
備
え
と
し
て
、
ま
た
、
聴

覚
に
障
害
の
あ
る
方
に
お
知
ら
せ
で

き
る
よ
う
に
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
に
情
報
を
配
信
す
る
「
防
災
・
行

政
メ
ー
ル
」
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
伝
達
を

補
う
手
段
と
し
て
固
定
電
話
や
携
帯

電
話
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
る
「
再

る
情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
つ
い
て

問
　
農
業
へ
の
影
響
は

　
　
本
市
に
お
い
て
は
、
梅
、
み
か

　
　

ん
を
中
心
と
し
た
農
業
が
基
幹

産
業
で
あ
り
、
継
続
的
な
農
業
の
発

展
が
市
の
経
済
活
性
化
に
は
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
米
や
小
麦
に

比
べ
て
影
響
は
少
な
い
と
い
う
も
の

の
、
決
し
て
楽
観
で
き
る
も
の
で
は

な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
特
に
果

樹
中
心
の
農
業
で
は
、
収
穫
等
機
械

　

介
護
保
険
法
改
正　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

問
　
介
護
予
防･

日
常
生
活
支
援
総

　

合
事
業
導
入
に
よ
る
影
響
は

　
　
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
、
高
齢

　
　

者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

公
布
さ
れ
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
が
創
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
介
護

予
防
、
生
活
支
援
等
に
つ
い
て
、
地

域
全
体
で
総
合
的
な
提
供
が
可
能
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

　

畜
産
振
興
に
つ
い
て　
　

問
　
熊
野
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
へ

　

の
取
り
組
み
は

　
　
熊
野
牛
は
、
和
歌
山
県
優
良
県

　
　

産
品
プ
レ
ミ
ア
和
歌
山
に
も
認

定
さ
れ
て
お
り
、
熊
野
牛
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
協
議
会
に
よ
り
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
Ｐ
Ｒ

事
業
を
行
な
う
な
ど
、
普
及
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
流

通
量
が
非
常
に
少
量
で
あ
る
こ
と
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

答

答

答

答
　

業
務
を
効
率
的
に
行
い
、
勤
務
時

間
内
に
終
了
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て

の
業
種
に
共
通
す
る
こ
と
で
す
が
、

緊
急
を
要
す
る
業
務
等
時
間
延
長
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
着
実
に
遂
行

す
る
こ
と
が
教
育
公
務
員
の
責
務
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
が
受
け
ら
れ
、
予
防
給
付
に
あ
わ

せ
て
本
事
業
も
利
用
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
す
で
に
配
食
な
ど
地

域
支
援
事
業
で
実
施
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
の
ほ
か
高
齢
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

総
合
的
に
提
供
し
て
お
り
、
本
事
業

の
実
施
に
よ
り
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
に

変
更
が
生
じ
る
場
合
は
、
十
分
に
精

査
を
行
う
と
と
も
に
、
実
務
上
の
課

題
は
も
と
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
専
門

性
・
安
全
性
の
確
保
と
い
っ
た
基
本

的
か
つ
重
要
な
課
題
等
慎
重
に
種
々

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

化
が
困
難
で
あ
り
、
規
模
拡
大
に
よ

る
競
争
力
の
強
化
と
い
っ
て
も
容
易

で
は
な
い
た
め
、
今
以
上
に
品
質
向

上
や
販
売
力
強
化
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
民
が
判
断

で
き
る
情
報
が
な
い
ま
ま
進
む
こ
と

は
納
得
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
議
論
さ
れ
情
報
提
供
が
さ

れ
る
よ
う
、
市
長
会
等
を
通
じ
て
訴

え
て
い
く
と
と
も
に
、
本
市
の
農
業

が
継
続
的
に
営
ま
れ
る
よ
う
、
対
応

策
に
つ
い
て
も
国
や
県
に
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ら
、
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
と
規
模

拡
大
に
向
け
、
飼
育
頭
数
の
増
加
を

図
り
、
流
通
量
の
増
加
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

熊
野
牛
の
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
、
イ
ベ

ン
ト
等
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
、
熊

野
牛
の
認
知
度
を
上
げ
る
取
り
組
み

も
あ
わ
せ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
熊
野
牛
発
祥
の
地
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
協
議
会
の
加
入
市
町
で

繁
殖
農
家
数
が
最
も
多
い
市
で
あ
る

こ
と
を
十
分
認
識
し
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
　

問
　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
防

　

災
面
か
ら
ど
う
考
え
て
い
く
の
か

　
　

　
　

本
市
に
お
い
て
は
、
生
活
排
水

　
　

処
理
全
般
の
総
合
的
な
推
進
体

制
と
し
て
「
田
辺
市
生
活
排
水
等
浄

化
対
策
連
絡
調
整
会
議
」
を
設
置
し
、

田
辺
市
生
活
排
水
処
理
基
本
計
画
に

基
づ
き
市
民
生
活
の
衛
生
環
境
向
上

に
向
け
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
基
本
計
画
に
お
け
る

処
理
区
域
は
、
旧
田
辺
市
街
地
の
浄

化
槽
設
置
が
困
難
で
あ
る
狭
隘
な
住

宅
地
域
を
中
心
に
設
定
し
て
お
り
、

こ
の
中
に
は
津
波
浸
水
被
害
が
想
定

さ
れ
る
区
域
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
津
波
防
災
対
策
と
し
て
、
住
民

の
方
々
に
高
台
へ
移
転
し
て
頂
く
こ

と
は
現
実
論
と
し
て
困
難
な
こ
と
か

ら
、
そ
の
他
の
よ
り
安
全
な
施
策
の

展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

な
お
公
共
下
水
道
計
画
は
大
規
模

事
業
で
あ
り
ま
す
の
で
、
他
の
事
業

と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
建
設

コ
ス
ト
や
国
の
地
方
分
権
改
革
等
の

動
向
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
合
理

的
か
つ
効
率
的
な
判
断
の
も
と
、
よ

り
妥
当
な
方
向
性
を
見
い
だ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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常 任 委 員 会 行 政 視 察 報 告

　
総
務
企
画
委
員
会
で
は
、
近
い
将

来
発
生
が
予
測
さ
れ
る
南
海
・
東
南

海
地
震
に
よ
る
災
害
に
備
え
る
た
め
、

「
防
災
」
の
観
点
か
ら
、
東
日
本
大
震

災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県

及
び
岩
手
県
の
沿
岸
地
域
の
現
地
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
岩
手
県
住
田

町
及
び
岩
手
県
庁
に
て
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　
宮
城
県
か
ら
岩
手
県
の
沿
岸
地
域

で
は
、
地
震
に
よ
る
津
波
で
町
が
壊

滅
状
態
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
想
像
を
絶
す
る
よ
う
な
光
景
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
小
高
い
丘
に

ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
、
今
ま
で
の

私
た
ち
の
感
覚
で
は
到
底
考
え
ら
れ

な
い
状
況
で
し
た
。

　

住
田
町
で
は
、
地
元
「
気
仙
杉
」

を
使
っ
た
木
造
仮
設
住
宅
の
建
設
に

つ
い
て
、
多
田
町
長
か
ら
直
接
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
同
町
は
震
災
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
陸
前
高
田
市
、

大
船
渡
市
、
釜
石
市
に
囲
ま
れ
る
よ

う
に
位
置
す
る
山
間
部
の
町
で
、
幸

い
に
も
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
か
ね
て
か
ら
、
国
に
対
し

て
大
災
害
に
備
え
た
木
材
住
宅
資
材

の
備
蓄
を
働
き
か
け
て
い
た
町
長
は
、

被
災
者
を
一
刻
も
早
く
支
援
す
る
た

め
、
通
常
で
は
災
害
救
助
法
に
基
づ

き
県
が
設
置
す
る
仮
設
住
宅
を
町
単

独
の
費
用
に
よ
り
建
設
し
、
迅
速
な

対
応
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
手
県
庁
で
は
、
震
災
に
お
け
る

被
害
状
況
及
び
対
応
に
つ
い
て
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
地
震
発
生
直
後
か

ら
、情
報
の
収
集
・
伝
達
が
困
難
な
中
、

県
庁
に
設
置
し
た
自
衛
隊
指
令
本
部

の
無
線
を
活
用
し
、
隣
県
な
ど
と
の

連
携
や
医
療
チ
ー
ム
と
の
情
報
共
有

を
図
り
、
救
助
活
動
等
を
迅
速
に
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
九
月
上
旬
の

台
風
十
二
号
に
よ
り
甚
大
な
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
近
い
将
来
、

大
地
震
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
中
、

広
大
な
市
域
を
有
す
る
本
市
に
お
い

総 

務 

企 

画 

委 

員 

会

●
実
施
日

　
　

平
成
23
年
8
月
21
日(

日 )

　
　
　
　
　
　
　
　

～
23
日(

火)

●
視
察
地

　
　

宮
城
県

　
　
　

仙
台
市
、
石
巻
市

　
　
　

南
三
陸
町
、
気
仙
沼
市

　
　

岩
手
県

　
　
　

陸
前
高
田
市
、
住
田
町

　
　
　

岩
手
県
庁

●
出
席
委
員
（
８
名
）

　

◎
出
水
豊
数　

○
川
﨑
五
一

　
　

安
達
克
典　
　

中
本
賢
治

　
　

高
垣
幸
司　
　

宮
田
政
敏

　
　

吉
田
克
己　
　

天
野
正
一

　
　
　
　
（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

て
、
津
波
や
山
腹
崩
壊
に
よ
る
土
石

流
の
発
生
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
か
ら

市
民
生
活
を
守
る
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
そ
の
方
策
等
に
つ
い
て

研
究
、
提
案
し
、
市
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　田辺市議会では、常任委員会が行政視察を行い、日ごろの議会活動に生かしています。

　（
石
巻
市
雄
勝
公
民
館
）

　
　
　
　（
住
田
町
）
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産 

業 

建 

設 

委 

員 

会

●
実
施
日

　
　

平
成
23
年
11
月
8
日(

火)

　
　
　
　
　
　
　
　

10
日(

木)

●
視
察
地

　
　

大
塔
地
域
、
中
辺
路
地
域

　
　

本
宮
地
域
、
龍
神
地
域

　
　

旧
市
内
地
域

●
出
席
委
員
（
８
名
）

　

◎
陸
平
輝
昭　

○
安
達
幸
治

　
　

真
砂
み
よ
子　

小
川
浩
樹

　
　

塚　

寿
雄　
　

棒
引
昭
治

　
　

宮
本
正
信　
　

吉
本
忠
義

　
　
　
　
　
（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

　
産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
土
木
及

び
建
築
、
観
光
、
農
林
水
産
業
等
の

所
管
委
員
会
と
し
て
、
担
当
職
員
や

地
域
住
民
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

台
風
十
二
号
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
管
内
被
災
地
の
現
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
台
風
に
よ
る
記
録
的
な
豪

雨
は
紀
伊
半
島
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
、
市
内
に
お
い
て
も
至
る
と

こ
ろ
で
そ
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

土
石
流
や
山
腹
崩
壊
に
よ
り
壊
滅

状
態
と
な
っ
た
家
屋
や
田
畑
、
寸
断

さ
れ
た
道
路
、
ま
た
河
川
増
水
に
よ

る
農
地
へ
の
土
砂
流
入
や
住
居
や
店

舗
へ
の
浸
水
等
大
き
な
被
害
を
受
け

た
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自
然

の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
す
る
一
方
で
、

そ
の
脅
威
に
備
え
る
必
要
性
に
つ
い

て
、
改
め
て
確
認
さ
せ
ら
れ
た
視
察

で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
私
た
ち
の
ま
ち
が
以
前
の

姿
を
取
り
戻
し
、
よ
り
発
展
す
る
た

め
に
は
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い

道
路
等
の
早
期
復
旧
、
ま
た
、
地
場

産
業
で
あ
る
観
光
や
農
林
水
産
業
の

早
期
復
興
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
教
訓
を
糧
と
し
て
、
安
全

で
安
心
で
き
る
、
よ
り
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

今
後
と
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

視
察
箇
所

●
大
塔
地
域
（
土
石
流
被
害
等
）

　
　

深
谷
地
区

　
　

熊
野
地
区

　
　

愛
賀
合
地
区

●
中
辺
路
地
域
（
山
腹
崩
壊
被
害
等
）

　
　

福
定
地
区

●
本
宮
地
域
（
農
地
土
砂
堆
積
被
害
、

　
　
　
　
　
　
　

建
物
浸
水
被
害
等
）

　
　

二
津
野
ダ
ム

　
　

奥
番
地
区

　
　

熊
野
本
宮
館

　
　

高
山
地
区

　
　

曲
川
地
区

●
龍
神
地
区
（
土
石
流
被
害
、
農
地

　
　

浸
水
被
害
、
山
腹
崩
壊
被
害
等
）

　
　

三
ツ
又
地
区

　
　

丹
生
ノ
川
口
堰
堤

　
　

県
道
龍
神
十
津
川
線

　
　

大
瀬
農
地

　
　

方
栗
集
会
所

　
　

坊
垣
内
及
び
津
越
農
地

　
　

虎
个
峯
崩
壊
現
場

　
●
旧
市
内
地
域

　
　
　
（
山
腹
崩
壊
、
橋
梁
被
害
等
）

　
　

三
栖
六
七
号
線

　
　

小
川
谷
矢
合
谷

　
　

三
栖
四
〇
号
線
（
中
ノ
宮
橋
）　

　
　

上
秋
津
五
五
線

　
　

西
郷
地
区
ほ
か

市
議
会
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
　

　
　
　
配
布
の
お
知
ら
せ

　
市
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
資
料
と
し
て
︑こ
の
度
﹁
市

議
会
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
﹂
の
改
訂
版
を

発
行
し
ま
し
た
︒

　
次
の
各
施
設
等
に
置
い
て
お
り
ま

す
の
で
︑
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒

　　
市
役
所
本
庁

　
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　
各
行
政
局
・
各
連
絡
所

　
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　﹁
ビ
ッ
グ
・
ユ
ー
﹂

　
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
﹁
た
な
べ
る
﹂

　（
三
栖
六
七
号
線
）

　（
熊
野
本
宮
館
）
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議会活動日誌
　　本会議　　１１月２９日　（１日目）　補正予算等関連議案の提案説明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　給与条例議案に対する質疑及び付託

　　　　　　　　　　３０日　（２日目）　付託議案に係る委員長報告・議案審議

　　　　　　　１２月　８日　（３日目）　一般質問（３人）

　　　　　　　　　　　９日　（４日目）　一般質問（４人）

　　　　　　　　　　１２日　（５日目）　一般質問（４人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補正予算等関連議案に対する質疑及び付託

　　　　　　　　　　２１日　（６日目）　付託議案に係る委員長報告・議案審議

　　委員会等

１０月１１日　産業建設委員会（決算審査について）

　　　１２日　産業建設委員会（決算審査について）

　　　１３日　文教厚生委員会（決算審査について）

　　　１４日　文教厚生委員会（決算審査について）

　　　１９日　総務企画委員会（決算審査について）

　　　２０日　総務企画委員会（決算審査について）

１１月　９日　議会運営委員会（議会改革について）

　　　２２日　議会運営委員会（１２月定例会運営について）

　　　２９日　議会運営委員会（１２月定例会運営について）

　　　　　　　総務企画委員会（委員長報告及び付託議案審査）

　　　　　　　産業建設委員会（委員長報告について）

　　　　　　　文教厚生委員会（委員長報告について）

　　　　　　　

１２月　８日　議会運営委員会（12 月定例会運営について）

　　　　　　　国体に係る三四六総合運動公園等整備特別委員会　

　　　　  　　（三四六総合運動公園整備事業における用地取得　

　　　　　　　等についてほか２件）

　　　　９日　議会運営委員会（１２月定例会運営について）

　　　１２日　高速道路及び国道バイパス促進特別委員会

　　　　　　　（高速道路整備関連事業費の補正についてほか２件）

　　　１３日　産業建設委員会（付託議案審査について）

　　　　　　　文教厚生委員会（付託議案審査について）

　　　１４日　総務企画委員会（付託議案審査について）　

　　　２１日　議会運営委員会（最終日の日程等について）

　　　　　　　総務企画委員会（委員長報告について）

　　　　　　　産業建設委員会（委員長報告について）

　　　　　　　文教厚生委員会（委員長報告について）

　　　　　　　

次回の「市議会だより」

　5月号

　（3月定例会の報告）

　議会日程の詳細や市議会だよりの内容等につい

て、 ご意見 ・ ご質問等がありましたら、 下記までご

連絡ください。

　ホームページでは、 議会の情報や会議録をご覧

いただけるほか、 声の議会だよりもご利用いただけ

ます。

【連絡先】

田辺市議会事務局

　〒６４６―８５４５　　田辺市新屋敷町１番地

　　　ＴＥＬ　０７３９－２６－９９４０ （直）　　　　　　　　

　　　ＦＡＸ　０７３９－２５－５５７９　　　　　　　　　　  　

　　　Ｅ－ｍａｉｌ : ｇｉｋａｉ＠ｃｉｔｙ . ｔａｎａｂｅ . ｌｇ . ｊｐ

　　　ｈｔｔｐ : // ｗｗｗ . ｃｉｔｙ . ｔａｎａｂｅ . ｌｇ . ｊｐ / ｇｉｋａｉ /  

　議会を傍聴しませんか？

　　市議会では、市民の皆さんの生活に密着し

　た重要な問題が審議されています。

　　市政を知る良い機会としてお気軽に足を

　運んでみませんか。

　　次の 3 月定例会は、下記の日程で開催する予定です。

　　※上記日程は変更することがあります。

　　　傍聴を希望される場合は、お手数ですが日時をお問い

　　合わせください。

お知らせ

平成 24 年 3 月定例会（予定）

　　
　　 本会議　2 月 27 日・28 日・3 月 8 日・12 日
　　　　　　 13 日・ 14 日・27 日
　　  委員会    3 月 1 日・2 日・15 日・16 日
                           19 日・21 日・22 日・23 日・26 日
                                                              （予備日含む）


